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第 １２ 号
文 責：

“変化は真の学び”。これは、『葉っぱのフレディ～いのちの旅』の著者である「レオ・ブ

スカーリア」の言葉です。先日参加した研究会でこの話を聞き、早速家に帰って改めて本書

を読み直してみました。今号はその話をしたいと思います。
レオ・ブスカーリア（Leo F Buscaglia、1924年3月31日 - 1998年6月12日）は、

アメリカ合衆国の教育学者です。大学卒業後、パサディナ市の公立学校教員となり、教師時

代は主に学習障害の子供たちのクラスを担任したそうです。教師をしながらも大学で勉強を
続けた博士は、小学校の教師を辞し、大学で教鞭を執るようになりました。その博士が「い

のちの教育」や「いのちのかけがえのなさ」、「人を愛すること」などに関心を抱くようになったのは、教え子の

悲報に触れたことがきっかけだったようです。ざまなストレスを克服するためには、人と人との絆が最も大切であ
ること。その絆の中核的なものこそが“愛”であること。「“愛”こそ世界の共通語だ。」の信念のもと、生涯でた

った1冊の絵本『葉っぱのフレディ～いのちの旅』を執筆したというのです。絵本の中には、博士の思いが幾重に

も紡がれています。
さて、博士が遺した言葉、“変化は真の学び”とはどんなことを指すのか、自分なりに考察してみました。私は、

「学び」とは新しい何かに出会うこと、未知との出会いだと思います。人の感じ方はいろいろで、未知との出会い

を楽しめる人もいれば、不安に感じる人もいます。私はというと、半々です。“怖いもの見たさ”でとりあえず勇
気を出して、新しい世界に飛び込んでみます。そこは…必ずしも楽しいものばかりではありませんでした。しかし、

逃げ出したくなる嫌かと問われれば、そうでもありません。新しい景色は、新しい自分に気づかせてくれます。こ

の世に永遠はないと思うので、少しでも新しいものに出会えたほうが人生を楽しめるのではないでしょうか。子供
の頃の学校で繰り返された暗記や訓練に近い“勉強”は好きではありませんでしたが（共通１次試験・マークシー

ト導入世代ですので…）、今年も“真の学び”を通して少しでもよい方向に変化したいと考えています。

★学校アンケート・速報値をお知らせいたします★
今年度もご多用のところ、【学校アンケート】へのご協力をいただき、誠にありがとうございました。現在

集計中ですので、また改めてご報告いたします。今回は“速報値”として子供たちの声をお伝えします。なお、
評価項目のＡ～Ｄについては、Ａが最も肯定的な意見で、Ｂ…になるに従って否定的な意見となっていきます。

質問内容 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 学校は楽しいですか。 ４９％ ４４％ ５％ ２％
2 学習は分かりますか。 ４３％ ４９％ ７％ １％

3 廊下や階段を静かに歩いていますか。 ４８％ ５０％ ２％ ０％

4 ２５分休み（業間休み）の時間には、外に出て遊びますか。 ７３％ ２３％ ４％ ０％
5 あいさつ・返事をしていますか。 ５７％ ３２％ １０％ １％

他の項目もありますのでこれが全てではありませんが、富士見小学校に通う子供たち一人一人にとって、学

校が“安心安全で、かけがえのない自分の居場所”と思えるように、さらに改善に努めてまいります。

★書初め展・美術展について★ ★学校運営協議会について★ 転居（学区内外）について★
1 校内書き初め展について 第３回学校運営協議会を下記の 現時点で、学区内外を問わず、
①全員の作品を学級の廊下に展 通りに開催いたします。 この春（４月１日まで）に転居

示します。作品は、原則、清 ①日時 ２月１４日（金） のご予定はありませんか？

書会で仕上げたものです。 13：15～15：00 ★学区外の転出については、次年
②市内審査会に出品した作品は、 ②場所 1階東・会議室 度の学級編制に影響を及ぼす学

職員室前に展示してあります。 ③内容 ・学校評価について 年（特に新２年生と新３年生）

2 校内美術展について ・令和7年度に学校経営 があります。
1階東・会議室に、各学級2名 について（概略） ★学区内の転居は登校班の編制に

の児童作品を展示してあります。 ・その他 関わります。

3 開催日時 傍聴を希望される方は、２月５ どちらの場合も、ご予定がある
2月18日（火）～20日（木） 日（水）までにご連絡をお願い 場合は速やか

13：30～16：30です。授業 いたします。会場の関係で、先着 に学校までご

参観・保護者会で来校される際 ５名までです。皆さんのご参会を 連絡をお願い
にご覧になってください。 お待ちしております。 いたします。


